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 1緒言
 悪性腫瘍特に癌腫に関する研究は目覚しい進歩をとげている。特に治療などの臨床的な面のみ
 ならず,癌の本態を把握せんがために癌細胞の特徴とも云うべき移殖性,転移性等の基礎的な面
 についても広範囲に進められている。然し,眼科的にみれば,眼部領域の如く特殊左部位に沿け
 るそれは比較的僅少な報告に止って参り,転移問題に関する研究は極めて少い。こ』に普いて悪
 性腫瘍細胞が血行性に転移した場合に眼都に対する唾瘍湘胞の移植性,転移性形成の状態などを
 明らかにすることを目的としてこの実験を行った。
寺
 皿実験材料及び方法
 実験に使用した腫瘍は腹水肝癌14系(AH175,AHア974F,AH108A,AH
 7974,AH66F,AH66,AH2もAH601,AH15R,AH127,AH2721
 AII60C,AR210A,AR225A)と告出内11屯(Y・S・)及びその変異亜系であるGV.
 窪)2系,計16系である。物は実験動物中央研究所産の呑竜系成熟フツテで体重100～1509
 のものを使用した。純培養状態の腹水をとり,生理食塩水で約2倍に稀釈し,O.1㏄中5GO万個～
 砿oo万個を含む様な細胞浮遊液を作り,o.1CGを左総頸動脈より注入,その後出血防止の意
 味で頸動脈結紮を行った。それぞれの経過のうち死亡あるいは屠殺したものを10%ホルマリン
 にて固定し,まず脳を摘出した後,眼窩骨部を含め左右眼部を別個に切り出し,組織処理を行っ
 たが,処理中に生じた事故のために,組織学的検査を実施し得たものは左眼149・例,右眼ゴ8日
 例であった。
 皿実験成績及ぴ考按
 (1)実験動物2臼5頭の中465頭(80.5%)が腫瘍死したが,平均生存日数は16.6日であ
 った。残余は腫瘍細胞注入後即刻死亡したもの12頭(59%)あり,また2ケ月以上の経過を
 みた後に屠殺したものが28頭(156%)であった。(2)眼部局所の病的所見を伴ったものは,
 腫瘍細胞を注入した左側に多く,眼球突出59例,前房出.血乃至混濁57例,角膜障碍22例,
 角膜穿孔1例であったが,左眼では前房出血乃至混濁5例のみであった。眼球突出は当然眼窩腫
 瘍により生じたものであったが,角膜障害22例の殆んどが眼球突出に伴う角膜澱瘍及び白斑を
 生じたものであり,純然たる角膜転移によるものは4例にしかすぎなかった。又前房出血乃至混
 濁も全て葡萄膜転移巣特に虹彩毛様体に続発したものであった。(3)左右両眼,個々についての転
 移巣形成率をみると,注入側にては7a5・%・対側にては58.5%と云う値を示してい
 たが(両眼を通じて82.9%一r・205頭中169頭・・一)両眼㎎移築を形成していたものは45
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 例(21.9%),注入側には腫瘍形成をみなかったが,対側だけに転移巣を形成したもの8例
 (59%)を数えた。因みに本実験における脳部に1捧げる転移塾は52.4%であった。(4)組織検
 査の結果,各部における転移巣形成は下記の通りである(実数は栓塞細胞のみの所見を含めた腫
 瘍巣形成の数であり,括弧内は栓塞細胞のみのものを示す数値である)。(a)左眼:眼窩涙腺100
 (14),脈絡膜96(19),眼筋91(22),眼腐骨部86(18),毛様体84(12),虹採
 74(8),前房67(15),硝子体54(51),結膜円蓋44(14),強膜56(9),視神経
 輔45(4),網膜12(8),角膜10(5),水晶体4(2),視神経0。(b)右眼:眼窩涙
 腺40(10),脈絡膜28(49),眼筋22(ア),眼窩深部組織19(5),強膜7(2),虹彩
 6(5),結膜円蓋4(1),視神経鞘5(2),前房1(0),角膜r(窪)であり,網膜,
 水晶体,硝子体,視神経はeであった。全般的にみて転移巣形成の好発部位は眼窩涙腺を筆頭に
 葡萄膜,眼筋乃至眼窺深部組織であることが知られた。右眼に比し,左眼の転移巣形成率が高度
 であった理由の一つとして細胞注入後の総頸動脈結紮が考えられる。即ちそれが血流を緩
 やかにせしめ,細胞の着床を容易に行なわせる様になった為と解される。然るに右眼にてもろa4
 %という比較的高度の転移巣形成を示した事は興味ある事実である。(5)使用した腹水腫瘍のうち,
 freecell七ypaによる転移巣形成(左眼897%,右眼418%)の比率はi8■a且α一
 Gel■tγp9の胴1瘍系(左眼66.2%,右眼2a4%)に較べや、高度であった。これは組織
 に附満する数により生体防禦反応を行うべき網内系の力を分散せしめる為かと考えられる。(6)眼
 球内,眼球外の各組織に診ける転移巣形成の比は左眼に対して1対1であったが,右眼にては大
 凡そ1対2になり,眼球外に諭ける腫瘍形成率の比が比較的高度であった。(7)眼部各組繊にかけ
 る転移巣の像として次の如き所見を得た。(a)毛細血管腔内が1・個の腫瘍細胞で充され,血管壁外
 には何らの病的所.見を認めない栓塞細胞の状態。(切血管腔内において腫瘍細胞の増殖を来してい
 る所見。(c)晦管腔内に腫癌細胞が充満すると同時に炎性反応を伴った周囲組織を圧迫しながら浸
 潤状態を伴う腫瘍像。(d)腫瘍細胞群のため完全に組絵が破壊ざれ,腫瘍組織に置換された像。(e)
 葡萄膜組織への腫瘍浸潤に附随して、前房,硝子体内へ腫瘍細胞が播種状に散暮しているもの
 及び腫瘍巣形成を行っているもの,特に硝子体内にて腫瘍形成が高度になり,水晶体嚢への影響め
 ため水晶体空胞変性及び滲出物形成がみられた所見,などであった。
 N結語
 悪性腫瘍の血行性転移に関する実験を行い,眼部に於ける転移巣形成につき次の如き結果を得
 た。(1)眼部にかける転移巣形成率は82.9%の高率を示し,胸部に寿げるそれよりも更に高い値
 を示した。(2)眼部組織内で最も移植率の高い値を示したものは眼球内では脈絡膜,眼球外では眼
 窩涙腺であった。(3)転移巣形成はfreeccen七ypeの腫瘍系に比較的多ぐみられ,右眼に
 てはi81andcglltypeによるものの約2倍の値を示した。(4)本実験にお・いて初発転移
 巣より周囲組織へ拡大増殖する病変の種々の相が各時期にわたって確められた。これらは入眼に
 お・ける腫癌性病変の解明に稗益することが大きいと考える。
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 審査結果の要旨
 著者は悪性腫瘍の眼組織!1公務つ様相を明らかにする目的で腹水肝癌14系(AHりア5,AH
 ア974,AH108A,AHア974pAA66F,盛E66,AH21,AH601,A王1
 13R'AH127'AH272,AH600,AH210A,A臼225)と吉田肉腫(YS)
 及びその変異亜系のGVの計16系を用いて呑竜系成熟ラットの左総頸動脈に上記腫瘤細胞の純培
 養状態の腹水をとり,0,てoo中506万～て000万個を含むような細胞浮遊液を作製注入した。
 そして,その経過を観察しながら死亡または屠殺したものを10%ホルマリンに固定し,まず脳
 を摘出した後,眼窩骨部を含めて左右眼郁を別個に切り出し,組織処理を行って腫瘍細胞の存否,
 転移,生育を各組確について検索した。また注入側と対側との比較,眼と脳との転移率の差等に
 ついても比轍:を行ったo
 I実験動物205頭のうちて65頭(80、5%)が腫瘤死したが,平均死亡日数は16,6El,
 注入後直ちに死亡したものて2頭(5.9%)才2ケ月以.とGD経過をみ・た後に1丹殺したもの28
 頭(1三6%)であて)たo
 l工.眼部に腫瘍細胞の存在また置t生育を見たものは注入側に多(,肉眼的に1硅眼球突出(59
 例),前房出r虹及び混濁157例),角膜障害(22例),角膜穿孔(1例)等が見られた。
 皿転移巣形成率鉱注入側ア8.5%・対筒5&5%,両側合,!1'859%で,脳転移¢)54、5%
 より高率を示した。
 W組骸学的検査によれば腫1鋤去移形成(括弧内は細胞栓塞のみの所墨色)醐a)注入興:眼窩涙
 1蜘ロe(U),脈絡膜96(19)・[i購591(22),[1購畳音[186(18)∫÷鯨儒4
 (12),虹彩74(8),前房67(13),硝子体54(51),結膜円蓋44(14),
 蜘!鮎6(9),祖襯醐15'(4),網蜘2(8),角膜10(5),7k晶体4(2),視
 神経0,①)対側:壁輸1涙腺40(10),脈絡膜28(19),眼筋22(7),眼腐深部組織
 19(5),強膜7〔2),虹彩6(5),結膜円蓋4(1),槻神経鞘3(2),前房1(ロ),
 角膜り(の,網膜,水品体,硝子体,祝糾経巻0であった。
 V使用した腹水瞳蕩のろち,froeCell℃ypeによる転移彩式の方が(注入側897
 %・対側4エ8%)i81andCeUtyp9(注入側66.2%,対側28.4%)、二りも高東で
 あったことに〔昇逞味1柴い。
 W眼部各組畿内のli重傷細胞の所見はla)毛細膏が4個の腫瘍細胞で充青れ,血管外には何等の
 病的所見を認めない細胞栓塞の状態,①)血管腔内にかいて腫瘍細胞の増殖を来している所見,(e)
 血管腔内に腫瘍細胞が充満すると同時1環'モ性反応を隼つた周翻組織を圧迫し,かつ浸潤を示す腫
 瘍像,(丘)腫瘍細胞群のため完全に絽織が破壊され,腫瘍組織に置換された像,㈲葡萄膜組織への
 腫瘍浸潤に随伴して,前房,硝子体等の無血管腔へ腫瘍形成が及んでいるもの等,種々の段階の
 組享鋤∫象が見られた。
 以上の成績から,従来,臨床的には殆んど知ることのできなかった悪性腫瘤の眼組織内転移の
 初期所見及びその周囲組織への拡大増殖の種々相が確められたことは極めて有意義な研究である。
 よって本論文は学位を授与するに値するものと認める。
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